
一般犯罪の傾向と邦人被害実例



○一般犯罪の傾向

・「モトチョロス」と呼ばれるバイク強盗や「マスタード強盗」

・路上強盗（銀行から現金を引き出した人を犯人が尾行し，有利な場所で強襲する事
件やピストルを突きつけ短時間で金品を強奪する事件が多く発生。）

・家主の帰宅時（特に、車を車庫に入れている際）や，外出のために家を出たところ
で隙を突いて襲撃する待ち伏せ型強盗（住宅）

・武装した複数犯による侵入型強盗（住宅，店舗，オフィス）

・武装した複数犯による公共交通機関（特に，路線バス）内での強盗

・車両強盗（武装した犯人が走行中の車両を強引に停止させる手口や，警官を装って
車両を停止させる事件も多い。）

・車両窃盗（一般に，治安が良いといわれている住宅地でも被害が多い。）

・誘拐（身代金誘拐の他，いわゆる短時間誘拐も頻繁に発生。また、強盗から誘拐へ
と発展することも多い。）

・強姦（夜間・早朝時間帯の被害や，強盗に付随した性的暴行も多い。）

・マリファナ，コカイン等の薬物大量密輸・不法所持

※ 殆どの場合，犯罪者は拳銃等の武器を所持（闇流通の銃器数は２００万丁）

アルゼンチン治安概要
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置き引き

◆レティーロ駅長距離バスターミナルにて、並んでバスを待っていたが、後ろの人が鍵を落としたため、振
り向き親切に拾ってあげたところ、手前に置いていた現金、カメラ等が入っていた荷物が盗まれた。

◆ブエノスアイレス市内ビュッフェ式レストランにて２人が食事を取りに行き、１人がテーブルで荷物番
をしていたが、女性２人が近づき時間を聞いてきたので、その対応をしている隙に、椅子の上に置いて
いたリュックサックが何者かに盗まれた。

邦人被害実例

ス リ

◆地下鉄Ｃ線レティーロ駅で下車する際に、後方から数人が押しかけて来たため、ポケット内の財布には
注意していたが、気づかない内に持っていた鞄の中に入っていた旅券が盗まれていた。

◆地下鉄Ｄ線9 de Julio駅で電車に乗ろうとした際に、妻が持っていたビデオカメラを数人組の男が盗も
うとしたため、これを阻止しようとした際に、自分の肩に掛けていたリュックのチャックが開けられ、
現金・航空券等が何者かにすられた。

◆地下鉄Ｄ線9 de Julio駅で、職場の同僚と2名で話していた際、身体の前にかけていたバックのチャック
が開けられ、財布・携帯電話等を何者かにすられた。
◆満員のコレクティーボに子供と４人で乗車中、末の子（幼児）の世話に気をとられていたところ、下車
後、持っていたバッグのチャックが開けられ、財布が抜き取られていることに気づいた。

マスタード強盗

◆ブエノスアイレス市内シェラトンホテル前の路上で通りすがりに、クリームの様なものを背中にかけら
れ、これに気を取られた隙に、何者かに現金・パソコン等が入ったブリーフケースを盗まれた。

◆五月広場からオベリスコに向け歩いている途中、突然、セメントを混ぜた様な水が上方より降ってきて
コートにかかった。その後、男２人が寄ってきて背中を拭いてくれるも、背負っていたリュックの中に
あったカメラが無くなっていた。
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タクシートラブル

◆エセイサ空港構内出口付近で待っていた路上タクシーを拾い、ブエノスアイレス市内のホテルまで８０
ペソ後払いで交渉してタクシーに乗るも、ホテルに到着した際に「＄１８９」と書いた紙を見せられ、
（被害者は女性で）怖かったので、１９０ペソ出すも、更にその場で１００ペソ札が１０ペソ札にすり

替えられ、結局全部で２７９ペソ支払った。

邦人被害実例

強 盗

◆ブエノスアイレス市内ボカ・ジュニアーズクラブのチケット売り場付近で、男性が数人のグループに囲
まれ銃の様な鈍器で頭を殴られ出血した。グループは何も奪わずに逃走した。

◆ブエノスアイレス市内ボカ地区にて男性が一人で散歩中に突然暴漢に襲われ頭部を負傷し、カメラ・現
金等の入ったバッグを強奪された。男性は近くにいた人の協力で、病院に行き手当を受けた。

◆仕事で取引先から車で移動中、道を間違え知らない通りに入ったところ、突然銃を持った男が前方に立
ちはだかり、別の男が運転席のドアを開けようとしたため、怖くなり急発進して逃走。運良く無事だった。
◆２３時頃、カンパーナ市方面から国道をブエノスアイレス市方面へ帰宅中、突然車がパンクしたため、
車を路肩に止めて修理していたところ、ピストルを持った数人の男が現れ、暴行を受けた上、所持品を強
奪された。
◆パレルモ地区フェデリコ・ラクロセ通りの路上を、子供を含む５名で歩行中、後方から近づいてきたバ
イクの男が突然、子供に銃を突きつけ、身につけていた腕時計を強奪された。
◆ブエノスアイレス市内レティーロ地区リベルタドール通りの路上で、タクシーから降り、もう一人が降
りてくるのを待っていたところ、突然後方から体当たりされ、持っていたバッグを強奪された。

誘拐等を口実とした脅迫

◆当地在留邦人宅に電話をかけ、警察官を装い「ご主人が誘拐にあった」と嘘をつき、夫人が動揺した隙
に、犯人と交渉するための現金を要求した。（嘘と気づいたため金銭的被害無し）


